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９日から火災予防運動
マイ消火器を備えよう

ら
15 。
これから到来する冬は空気が乾
燥し、暖房器具の使用が増えるた
め、住宅火災が急増する。狛江消
防署では、火災に備え住宅に消火
器を備えるよう呼びかけている。
取り扱い方法が簡単で高い消火
能力がある消火器は、持ち運びや
すく、早い初期消火につながり、
普通火災だけでなく、天ぷら油や
ストーブ、電気など様々な火災に
効果があるなど多くのメリットが
確認されている。消火器を使うと

焼損床面積が約２割減り、７割以
上のケースで被害の軽減に効果が
あるという。
問い合わせ☎3480-0119狛江
消防署。

本場の家庭料理を伝授
国際交流サロンを開催

狛江市国際交流協会（吉野琢也会長）
が10月12
リピン・ネパール料理の講習会を催し
た。世界各地の文化と交流を深める
ことを目的に催している「国際交流
サロン」のイベントで、小学生からシ
ニアまで20人余りが参加した。
この日は、フィリピン人の氷川ルッ
ファさんが様々な野菜と豚肉をトマ
トなどで煮込んだ「メヌード」、ネパー

ル出身で国際結婚で狛江に住むダラ
ミ　バダラ　マガルさんが、祝い事
などで食べるドーナツに似た「セル
ロティ」を教えた。
参加者たちは本場の味をマスター
しようと真剣な表情で取り組んでい
た。油で揚げるセルロティは整形が
難しく、きれいなリングができると
周りから歓声が送られていた。
参加した小学生は「タマネギのみ

じん切りが大変だったけど、初めて
なのでおもしろかった。自分で作っ
たから、すごくおいしい」と話して
いた。参加者たちは試食しながら「ど
ちらも温かい家庭の味で、おいしい。
家でもぜひ作りたい」などと話して
いた。

七五三詣りを受け付け
伊豆美神社が５日間

、９日 、
10日 、16日 、17 の午前
10時～午後３時に七五三詣りを受
け付ける。また、10日には境内で
プロカメラマンによる撮影（有料）
も行う。５日間以外は予約が必要。
問い合わせ☎3489-8105伊豆美
神社。

氷川さん（中央）とダラミさん（右）

認知症テーマに５年振りの公開講座

センターで認知症をテーマにした公開講座を狛江市社会福祉協
議会と共催で開く。

同会は平成２年から65歳以上のひとり暮らしや
高齢者のみの世帯、日中ひとりになる高齢者、身
体の障がいなどで外出が難しい人など、社会から
孤立しがちな人にボランティアの会員20人余りが
定期的に電話をかけて孤独感の解消や安否確認を
行っている。

同会ではこれまで高齢者などに関わるテーマを取り上げて公
開講座を毎年催してきたが、コロナ禍で令和2年に中断、今年５
年振りに復活することになった。
当日は、中和泉で認知症カフェを運営するなどの活動を行っ
ている東京都認知症介護指導者でMIRAI Quality代表取締役の
市川裕太さんが、認知症の基本的な知識をはじめ、認知症にな
っても安心して自分らしく暮らせる心構えなどを、具体的な例
を挙げて紹介するとともに、参加者の疑問に応える。
対象は市内在住・在勤者で参加費は無料。定員50人（先着順）。

申し込み・問い合わせ☎3488-0294狛江電話訪問はとの会。

市川さん

子どもとスマホの関係考える
子どものスマホの持たせ方や使わせ方について考
えるワークショップ「子どものスマホ大丈夫？　
安心して持たせられる親子関係のつくり方」が30

後2時～3時30分にAnaloG cafe（東和泉
1-19-3）で催される。
今年発足した「家
族のためのニチニチ
こそだてサロン」（本
田亜希子代表）が、
市民公益活動事業補
助金スタート補助金
を受けて開催。子どものスマホについて悩みを抱え
ている保護者を対象に、ゲームやアダルトサイトの
課金やSNS、スマホ依存など様々な問題について
参加者が体験談や意見を出し合い、スマホのメリッ
トやデメリット、各家庭に即したルール作りや親子
関係について考える。参加無料で定員10人。申し
込みは二次元コードから。来年初め頃にも開催する
予定。
精神対話士で性教育アドバイザーの本田さんは

「体の悩みや性の話ができる家庭はどんな話でもで
きる。スマホをきっかけに親子関係を見直すことに
つながれば」と話している。
問い合わせはＥメール mamakoya@
aki-happymom.com本田さん。

12月15日に「狛江でクラシックVol.8」コンサート
12月15 後1時30分（１時開場）からエプ
タザール（和泉本町1-7-16）で「狛江でクラシッ
クVol.8 家族の肖像」が開催される。
遠くへ行けない人にも地元
でクラシック音楽に親しんで
ほしいと、平成22年から演
奏会を催している狛江でクラ
シック企画委員会（神代稔子
代表）が市民公益活動事業補
助金チャレンジ補助金を受け
て開催するもの。
メインとなる「Family portrait　家族の肖像」
は、作曲家でピアニストの谷川賢作さんと、父で
ある詩人谷川俊太郎さんが平成16年に発表した音
楽と詩の朗読による組曲。出演はピアノと朗読を
神代さんと賢作さん、フルート吉岡アカリさん、
チェロ藤森亮一さん、タップダンス藤林真理さん
で、鍵盤ハーモニカも登場する。このほか、シュー
マン「子どもの情景　作品15より」、加藤ユミコ
「Rhapsody in Tap」、バッハ「無伴奏チェロ組曲
第2番」などを演奏する。入場料一般3,000円、ペ
ア券5,000円、65歳以上と学生1,000円。全席自
由。チケット申し込みは二次元コードから。
問い合わせはＥメール komaeclassic 
@gmail.com神代さん。

Start &
Challenge

「家族の肖像」を作
曲した谷川賢作さん

ワークショップ

狛江司法書士事務所は、不動産の名義変更、会社の
登記、相続手続きなど法務局や裁判所などに関する手
続きや書類作成を主に扱っている。
司法書士の仕事は、売買や相続、贈与、財産分与な
どに伴う不動産の名義変更、抵当権抹消、会社の設立、
住所移転や役員など登記の変更、遺産の相続手続きな
ど、一般の人にはなじみがなく、専門的な知識や手間、
時間を要するものが多い。また、最近は成年後見業務

や遺言書作成の
相談なども増え
ているという。
事務所を営む
小澤裕一さん
（55）は浦和市
（現さいたま市）
に生まれ、高等
学校の商業科を
卒業後、都内の
文具店を皮切り

にパーティー会社や鮮魚問屋などに勤
めた。32歳の時、トラックを運転中
に交通事故に遭って長期の闘病を余儀
なくされ一念発起、4年半かけて大学
の通信教育を受けるとともに、難関と

いわれる司法書士の試験に合格した。
資格を取得した平成19年に狛江市内で事務所を開
くとともに、川崎市にある横浜地方法務局麻生出張所
の相談員として勤務し２年間経験を積んだ。
現在は狛江市をはじめ世田谷区、川崎市、調布市な
どを中心に様々な業務を扱っており、このうち不動産
登記が６割、会社登記が４割を占めるという。司法書
士の業務の相手は通常、不動産会社や銀行が中心だが、
同事務所は一般の人が多いのが特色。小澤さんは会社
勤めの経験から、会社員など一般の人も利用しやすい
よう、開業時から土・日・祝日に業務を受け付け、喜
ばれている。
遺産相続、借金整理など関係者の間でトラブルが起
こりがちな仕事も多いが、小澤さんは関係者の話をよ
く聴いて、納得してもらえるまで説明するよう心がけ
ている。また、必要な書類の取得や手続きのために、
北海道や四国など遠方まで出掛けることも多いとい
う。
今年４月に現在の事務所に移転し、妻の美雪さんと
ともに新たなスタートを切った小澤さんは「面倒な書
類作成や手続きをサポートするのが私たちの仕事で
す。疑問な点などがあったら、しっかり説明を受ける
ことが必要です。相続などの手続きでは、関係者に気
持ちよくはんこを押してもらえるよう心がけていま
す」と話している。

狛江司法書士事務所

☎3488-3353　東和泉1-29-18第２谷田部ビル
303　営業時間＝平日午前10時～午後６時/土・日・
祝日午後１時～６時　木曜休み

専門知識生かし手続きや書類作成
休日の業務受け付けが好評

小澤さんと妻の美雪さん
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